
【ＮＰＯ法人  フードバンクセカンドハーベスト沖縄】 

１．中間報告書（2025 年 10 月 24 日） 

活動実施期間  2025 年 4 月 1 日 ～ 2024 年 9 月 30 日 

【上期の活動内容】 

本事業では、助成金をお米購入費として全額活用す

る計画としています。 

当初は 4 月から購入を予定していましたが、政府備蓄

米の交付が決定したことにより、当初半年間（4～9

月）は購入の必要がなくなりました。そのため、年末の

食品需要が高まる時期（12 月頃）に、助成金 200 万

円を一括でお米購入に充てる予定です。  

これにより、冬季における食料支援需要の増加に対応

し、安定的な主食供給を確保することを目的としていま

す。 

 

①  フードパントリー開催数 

4 月 8 回／5 月 7 回／6 月 8 回／7 月 7 回／8

月 7 回／9 月 7 回  

→ 平均 7.3 回／月で推移し、ほぼ計画どおり

に実施。  

ただし、1 回あたりの予約上限枠の利用率がま

だ満たない回が多く、今後はより多くの食品が

必要な家庭や個人に届くよう、関係機関や連携

団体を通じた案内を強化していく予定。  

 

② フードパントリー利用世帯数  

那覇店・豊見城店あわせて、上期（4～9 月）の

月平均利用世帯数は 234 世帯となりました。  

開催数は計画どおり推移しているものの、1 回

あたりの予約上限枠の利用率が満たない回が

多かったことが主な要因です。  

今後は利用促進のため、対象世帯への周知や案

内の強化を図り、年末に向けてさらなる利用者

増を目指します。  

 

③食品提供企業の新規増加数  

現在 2 社と新たに連携を開始し、もう 1 社につ

いては現在協議中です。  

年内には目標の 3 社達成を見込んでいますが、

目標にとどまらず、さらに多くの企業と連携を

広げることを目指し、食品寄付を募る活動を今

後も積極的に行っていきます。  

活動写真①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府備蓄米搬入の様子  

 

活動写真②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろうきんさんからフードドライブ  

食品の寄付  

 

活動写真③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

協力者を増やす目的のチャリティー

コンサートを企画（11 月 1 日） 

 

 

 

 

 



 

【ＮＰＯ法人 フードバンクセカンドハーベスト沖縄】 

２．完了報告書（2026年４月１日） 

活動実施期間   2025年 10 月 1日 ～  2026年 3 月 31日 

【下期の活動内容】 

 

当初の計画通り助成金 200 万円を全額投入し、年

末年始に支援用のお米を一括購入した 。購入した

お米は、当法人の拠点（豊見城店・那覇店）での

フードパントリーおよび、県内の連携団体を通じ

て、食を必要とする世帯へ速やかに配布を完了し

た 。 

 

1 フードパントリー開催数 

10月 7回／11月 6回／12月 7回／ 

1月 6回／2月 6回／3月 8回 

毎月末にパントリー店舗の食品入れ替えや棚卸

し、衛生管理作業を徹底する時間を設けたこと

で、常に安全な食品を提供できる環境を維持し

た。 

 

2 フードパントリー利用世帯数 

那覇店・豊見城店あわせて、下期（10～3月）

の利用世帯数は、合計 1,610 世帯、月平均利

用世帯数は 268世帯となった。 

目標の 300 世帯を下回ったが、利用者の当日

の体調不良等によるキャンセルや、地域内で

他の食品寄付団体の活動が活発化したことも

要因の一つと考えている。しかし、12 月には

月 292世帯、3月には 291世帯に達し、利用に

ついての問い合わせは日に数件と増えている

ことからも、着実に地域に根付いた活動とな

っている。 

 

3 食品提供企業の新規増加数 

新規の食品提供企業についても、目標として

いた 3社の開拓を年度内に達成した。 また、

目標達成にとどまらず、既存の協力企業との

コミュニケーションを密にしたことで、寄付

の頻度が向上し、提供される食品の品目も多

様化するなど、支援の質が大きく向上した。 

 

 

活動写真① 

 
購入したお米 

 

活動写真② 

 
女性を元気にする会 

 

活動写真③ 

 
子ども食堂 ありんくりん（今帰仁村） 

 

 


